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たろうのふえのね

むかし あるところに たろうという わかものが おりました。
たろうには お父さんが いません。
お母さんと ふたりぐらしで、山で しばをかったり、炭をやいたりして
くらしておりました。
しごとが おわると、たろうは ふえを ふくのが 楽しみでした。

「ひゅー ひゃらり、ひゅーらり、ひょー 。」
たろうが ふえを ふくと、まわりに 山のけものが あつまってきます。
りすも うさぎも きつねも たぬきも さるも います。
しかも いのししも います。
おそろしい おおかみさえ やってきて おとなしく 耳をかたむけていました。

たろうのふえは ゆうめいでした。
遠くの村の 金持ちによばれて ふくことも ありました。
でも、あまり うれしく ありません。
そんなとき、みんな きまって お酒をのんでいるのです。
「うまいぞ、たろう、そりゃ、もっとふけ」
手をたたいて、はやしたて、さわがしいばかりです。
でも、ふけば、お金をもらえます。
たろうは、ふえを ふきました。

そんな ある日、金持ちの 家からの
帰り道のことです。
わいわい ひとだかりが していました。
みれば、大きなかめがいます。
「山の 滝つぼで 捕まえたんじゃ」
男たちは、かめの頭を つついたり、背中で おどったりしています。
「かわいそうじゃ、にがしておやりよ」
たろうが 言っても だれも ききません。
「だめだめ、あとで、こいつを たべるんじゃ」
「そうじゃ みんなで たらふくやるんじゃ」
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